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研究の背景および目的 

「ことば」の指導は，「論理的に組み立てて物事を考える論理的思考の前提となるものであり，全ての子供たちに身に付

けさせる必要がある能力である（文部科学省，2016）」と示されているが，運動機能に大きな制限があり，表出言語として

の「ことば」を持たない重度・重複障害児に関しては，現場の教師は日々悩みながら実践を積み重ねているのが現状である。

そこで本研究は，重度・重複障害児における「ことば」の指導に関する指導理念の構築や指導方法，指導内容の在り方を考

究することを目的とした。具体的には，以下の２つの研究を実施した。 

研究１ 理論の構築先行研究を参考に，重度・重複障害児における「ことば」の指導の理論化を図るため『発達段階表』（図

１）および『指導目標・指導内容表』（図２）を作成した。 

研究２ 理論の展開研究１において作成した『発達段階表』『指導目標・指導内容表』を用いて，重度・重複障害児３名を

対象とした授業実践を行った。 

結果と考察 

研究１において，「ことば」の発達に関する『発達段階表』およびそれに対応した『指導目標・指導内容表』を作成した

ことは，明確な答えや方針が示されておらず，指導の見通しが持ちづらい重度・重複障害児の指導において一定の成果を残

すことができた。また理論のみならず，それらを用いて研究２において重度・重複障害児に対する授業改善に役立てること

ができた。例えば A 児の実践においては，事物や人等の外界への興味関心の広がりが芽生え，結果として発声を含めた発

信手段のバリエーションが広がった。授業分析後に修正した指導目標は，当初の『指導目標・指導内容表』の記載における

４～６ヶ月の発達段階から７～１２ヶ月の項目へ修正される結果となった。 

また，本研究は「ことば」の指導において表出言語のみに着目するのではなく，それらを支える対象児童の興味関心，「伝

えたい」と思う意欲，伝えたい相手との関係性の構築，それらを支える運動機能や認知面の発達等，対象児童の全体像をみ

とり，発達段階を考えた適切な指導目標・指導内容を検討したものである。このことは，結果的に対象児童の「ことば」や

「コミュニケーション」に関わる様々な面での成長につながり，それを関係する教師集団で共有できた。こうした成果は，

重度・重複障害児の指導に対してのみならず，「ことば」の指導に難しさを抱える全ての児童生徒に対する教育の在り方に

一定の示唆を与えるものであると考えられる。 

一方で，研究の課題としては各分析における研究上の根拠が十分ではないことと事例数が少ないことがあげられる。本研

究はあくまでも実践研究として学校現場で過度な負担とならない手続きを採用した。現場への負担を考慮したものであった

ものの研究としての客観性や信頼性は担保した上での方法の検討が今後の課題として残る。また，障害児教育の実践におい

ては事例数の確保が難しいことは本研究に限った課題ではないが，理論の展開として事例数が少ないことは研究上の課題で

ある。                        共同研究者：清野 祥範（神奈川県立えびな支援学校 教諭） 

 

 

図１ 発達段階表の一部

様式 9-1 

図２ 指導目標・指導内容の一部


